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（29）高山城之図、高山町之図（第 32 図、第 30 図） 
 

年代 第 32図は金森時代、第 30図は幕府直轄地時代後期 

   寸法 第 32図 8.5×11（『斐太後風土記』掲載寸法） 

      第 30図 24.6×37.7(『斐太後風土記』の原稿絵図寸法) 

   所蔵 第 32図『斐太後風土記』所載 

第 30図『斐太後風土記』の原稿類は冨田家より寄付されて高山教育委員会が所蔵 

 

第 32図は『斐太後風土記』に挿入されている高山城の姿図 

である。本丸、二ノ丸、三ノ丸の姿をそれぞれ切り取り、寄せ集めて描かれ、実際の形とはかけはなれている。本丸

は 3層になっていて、金森氏が作製した高山城郭図（第 35図）の部分を引用してはめ込んだ図である。 

また、『斐太後風土記・上』（註 13）の 71 頁に「高山町之図」が挿入されている。字が細かく読みづらいので、『斐

太後風土記』の原本（第 30図）の図をここに掲載した。『斐太後風土記』の本文内容では、「高山一之町村」の項に村

の説明が掲載され、支村として島川原町や宗猷寺町などが記されている。 

この「高山町之図」は高山城が取りこわされている絵図で、城は「古城、二之丸」、武家屋敷跡（空町地区）は畑に

なっている。「肴屋ヨコ丁」「ヒジリヨコ丁」「中村ヨコ丁」「カミヤヨコ丁」「平内ヨコ丁」の横丁の名称が記されてい

る。 

 

 （註 13） 蘆田伊人編集兼発行 『大日本地誌大系第七冊 斐太後風土記上』 

大日本地誌大系刊行会 大正 4年 11月 12日発行 

 

 



※掲載されている情報（文章、写真など）は、著作権法上認められた例外を除き、高山市教育委員会に無断で複製・引用・転用・転載などの利用をするこ

とはできません。 

 


